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Ⅴ 騒音・振動

１ 騒音の概要

騒音は、大気汚染や水質汚濁と異なり、その物質的性質から、生活環境に及ぼす範囲は限定

され、直接、人の健康を損なうことはまれであるという性格をもっています。

また、環境問題の中では日常生活にもっとも関係が深く、その発生源としては、工場、事業

場、建設作業、交通機関などがあり、これらに伴う苦情も多く寄せられます。なお、騒音の大

きさの例は以下のとおりです。

騒音の大きさの例

出典：「騒音・振動を考える、環境シリーズ No.10（財）日本環境協会資料」（一部修正）
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２ 振動の概要

振動は、工場、事業場の事業活動、建設作業、交通機関などにより、人為的な地盤振動が発

生し、物的被害や生活環境に影響を与えるなどの環境問題を生じます。また、振動も騒音と同

様に多くの苦情が寄せられます。なお、振動の大きさの例は以下のとおりです。

振動の大きさの例

出典：「騒音・振動を考える、環境シリーズ No.10（財）日本環境協会資料」（一部修正）
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３ 騒音の現状

廿日市市には、国道 2号、西広島バイパス及び山陽自動車道という交通量が多い主要幹線道

路があり、これらの騒音及び振動の実態を把握することにより、環境基準等への適合状況、経

年変化などをみるために調査を行っています。

廿日市市では、令和元年度において、騒音・振動の現状を把握するために市内の主要幹線道

路を含む 16 地点で、24 時間調査（1地点）及び騒音マップ調査（15 地点）で測定を行ってい

ます。

それぞれの調査地点は、（図Ⅴ－１）～（図Ⅴ－３）のとおりです。

騒音は、一般地域と道路に面する地域についてそれぞれ環境基準が設定され比較評価してお

り、評価は等価騒音レベル（ＬAeq）で行っています。

令和元年度の調査結果は、騒音は一部の地点で環境基準値を上回っています。

また、山口県岩国市には岩国飛行場があり、米海兵隊及び自衛隊が使用しています。平成 24

年 12 月 13 日には「岩国錦帯橋空港」が開港し、共用空港として利用されています。本市の上

空では軍用機などによる低空飛行が確認されています。

本市では、航空機騒音の実態を把握するため、市内各所に騒音測定器を設置しています。令

和元年度の調査結果は、（表Ⅴ－３）のとおりです。
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（図Ⅴ－１） 騒音の調査地点（廿日市・大野・宮島地域）
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■：廿日市・大野・宮島地域（騒音マップ調査）

地域 調査地点 調査地点の概略

廿日市 M-No.1 四季が丘一丁目 4番 にれのき公園

廿日市 M-No.2 可愛 10 番 可愛公園

大野 M-No.6 大野中央四丁目 4番 16号（県道 289号粟谷大野線）

大野 M-No.7 大野中央四丁目 4番 （県道 289 号粟谷大野線）

大野 M-No.8 前空六丁目 4番 （市道前空鯛ノ原線）

大野 M-No.9 前空六丁目 5番 （市道前空鯛ノ原線）

宮島 M-No.10 宮島町 57 番地 宮島歴史民俗資料館

宮島 M-No.11 宮島町 1165 番地 6 宮島支所

廿日市 M-No.12 串戸三丁目 2番 （県道 247 号廿日市港線）

廿日市 M-No.13 串戸三丁目 2番 （県道 247 号廿日市港線）

廿日市 M-No.14 桜尾三丁目 5番 3号 （桜尾三丁目公園）

廿日市 M-No.15 阿品二丁目 26 番 （阿品二丁目公園）

●：廿日市地域（24 時間調査）

地域 調査地点 調査地点の概略

廿日市 No.1 下平良 365 番地 1 （一般国道 2号）

No.1
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（図Ⅴ－２） 騒音の調査地点（佐伯地域）

M-No.4

M-No.3

■：佐伯地域（騒音マップ調査）

調査地点 調査地点の概略

M-No.3 廿日市市峠字柳水 90-267 グランドハイツ集会所横

M-No.4 廿日市市津田 1989 佐伯支所
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（図Ⅴ－３） 騒音の調査地点（吉和地域）

M-No.5

■：吉和地域（騒音マップ調査）

調査地点 調査地点の概略

M-No.5 廿日市市吉和 3425-1 吉和支所
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（１）24 時間調査

令和元年度は、No.1 地点で 24 時間調査をしました。調査結果は、（表Ⅴ－１）のとおり

で No.1 地点の昼間・夜間でいずれも環境基準を上回っています。

（２）騒音マップ調査

令和元年度の調査結果は、（表Ⅴ－２）のとおりです。これによると、道路に面する調査

地域である№12 地点で環境基準を上回っています。

（表Ⅴ－２） 騒音レベル調査結果（騒音マップ調査）

注１）青塗りの数値は環境基準を上回った数値である。

注２）調査地点 M-No.10, M-No.11 は用途地域の定めのない地域であるため地域の類型を Bとする。

（表Ⅴ－１） 騒音レベル調査結果（24 時間調査）

調査地点

地域

の

類型

時間

区分
等価騒音レベル

環境

基準

区域

の

区分

自動車騒音

の要請限度

No.1

（一般国道 2号）
C

昼間 74 70
c

75

夜間 68 65 70

注１）時間区分は、昼間：6時から 22 時まで、夜間：22 時から翌日 6時までである。

注２）要請限度とは、自動車騒音・道路交通振動の測定結果をもとに、法律により公安委員会等に措

置を講じるよう要請等することができる数値のことをいいます。

調査

地点

調査地点

の種類

地域

の類型

時間

区分

等価騒音レベル

（dB）

環境基準値

（dB）

自動車騒音の要請限度

区域の区分 基準値

M-No.1 一般地域 A 昼間 46 55 －

M-No.2 一般地域 C 昼間 51 60 －

M-No.3 一般地域 A 昼間 41 55 －

M-No.4 一般地域 C 昼間 57 60 －

M-No.5 一般地域 B 昼間 47 55 －

M-No.6 道路端 C 昼間 63 70 b 75

M-No.7 道路後背地 C 昼間 57 65 －

M-No.8 道路端 A 昼間 60 60 a 70

M-No.9 道路後背地 A 昼間 50 60 －

M-No.10 一般地域 B 昼間 49 55 －

M-No.11 一般地域 B 昼間 47 55 －

M-No.12 道路端 B 昼間 72 70 b 75

M-No.13 道路後背地 B 昼間 59 65 －

M-No.14 一般地域 A 昼間 54 55 －

M-No.15 一般地域 C 昼間 59 60 －
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（３）航空機騒音の実態

本市では、航空機騒音の実態を把握するため、阿品台市民センター屋上、佐伯支所および吉

和市民センター屋上に騒音測定器を設置しています。令和元年度の調査結果は、（表Ⅴ－３）

のとおりです。

（表Ⅴ－３） 騒音測定器による航空機騒音の測定結果

資料：総務課

注１）測定された日数：騒音レベル 70dB 以上の航空機騒音が観測された日数

注２）発生回数の総数：騒音レベル 70dB 以上の航空機騒音が観測された回数

注３）最大値の数値：発生回数の総数の内、最大の航空機騒音レベルの値

注４）各測定場所の詳細データについては、市ウェブサイトをご覧ください。

騒音測定器による航空機騒音の測定結果
　測定対象：騒音レベルが70ｄＢ以上の航空機騒音 場所：阿品台市民センター

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
測定された日数（日） 17 21 12 13 10 10 10 17 18 18 11 8 165 
発生回数の総数（回） 53 69 17 29 20 30 24 97 80 64 30 13 526 
最大値の数値（ｄＢ） 89.0 87.9 82.8 83.4 82.2 86.0 81.4 88.0 86.0 86.8 82.7 83.2 89.0 

　測定対象：騒音レベルが70ｄＢ以上の航空機騒音 場所：佐伯支所

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
測定された日数（日） 16 18 7 11 11 16 9 13 16 15 11 8 151 
発生回数の総数（回） 53 53 12 19 19 42 15 54 62 58 27 10 424 
最大値の数値（ｄＢ） 86.3 84.0 77.4 86.1 85.4 79.3 79.7 84.8 85.5 82.8 82.2 83.8 86.3 

　測定対象：騒音レベルが70ｄＢ以上の航空機騒音 場所：吉和市民センター

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
測定された日数（日） 15 17 5 9 9 12 11 14 14 18 15 5 144 
発生回数の総数（回） 44 58 6 23 21 27 20 48 31 65 53 13 409 
最大値の数値（ｄＢ） 84.1 83.2 76.0 80.7 79.1 83.1 76.0 88.5 83.1 94.5 101.0 84.0 101.0 

令和元年 令和２年

令和元年 令和２年

令和元年 令和２年

計

計

計


